



















































プロセスをたどってきて 。今日行われている多くの競技スポーツは、近代に っ 各々の地域の生活に密接 結びついた土着性・土俗性などのさまざまな特徴の多くを削ぎ落と




としたグローバル社会においては、スポーツもまたその状況の中に組み込まれている。そこでは、スポーツ のものも、競技に使用される施設や用具 、さ にはそこ プレイするアスリートも含めたスポーツに関わるすべてのものが「商品」としてより価値の高いものへと開発 れる うになってきているのである。競技の形式 ルールの内容 ついてもスポーツ競技に直接関わるスポ ツ界内部の要請からよりも、メディアやスポンサー等 経済的な根拠から発せられ外圧によっ 変えざるをえないような状況が数多く生じきている。つまり、競技形式やルールの変更がプレイヤー側
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ポスト・グローバル化社会におけるスポーツ文化研究











































リンピックを契機に高難度 技を志向する方向で競技レベルの進展がなされていくことになる。表１に示したように、東京オ ピックに向けて改定された採点規則では、 Ａ、 ＢＣの各難度の具体的な技が体系的に整理され 難しい技 実



























リンピックについてみてみると、一九八四年のロスアンゼス大会で「民営化」されたのを機にグローバルビジネスの市場で流通しうる商品とみなされ、九〇年代以降そ 商品価値をますます高めていくことになる。そうした進展のベースとなったのが、テレビを中心 したメディアとの結びつきである。つまり、テレビを中心としたメディアによってリア タイムでその競技の模様が世界 に配信されるこ より、世界中の膨大な数の観衆が惹きつけられる状況がつくり出され、オリンピックは商品価値の高 メディアスポーツイベントとして位置づけられるようになっていった。そうしたオリ
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○柔道やレスリング等 格技系 における形式化したールの組み合わせによってより細かくポイント化・階級化たルールにおいて数値的な結果で評価される競技方 。
 

















































ション付カーペットを組み合わせて「一二〇ミリ±一〇ミリ」の厚さとなった高い弾性を持つものが登場した。こうした器械は、生身の人間のボディ・パワーをはるかに超えた大きなパワーを生み出し、これまでとは比べ にならないほどの雄大な空中局面をつくり出すこと 可能にしていった。一九九〇年代になると、器械の厚さは「最大一三五ミリ」とさらに厚く り、二一世紀に入るとコイルスプリングを内蔵してさらに弾性の高いもの なっていった
（10）。こうした度重






















定方法についても、より機械的・数量的・分業的 合理性追求する方 で変えら てきている。採点規則に基づくとはいえ審判員の主観が介入 やすい体操競技の採点においては、昔から採点結果に対して不信感を持たれるケースが少からず生じていた。グローバルスポーツとして進展して く
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上で判定方法における客観性と正確性の向上は必須の条件であり、選手に対してもメディアを通じて観戦する観衆に対してもその判定結果の妥当性を示すことが求められた。そのために度重なる採点規則の改定が行われてきたのであり、それは表１にみられるよう 規則の細分化、審判員 数の増加と分業化（演技実施のみ採点する審判員と演技構成 み採点する審判員との分業） 、実施の採点における身体各部の角度や時間や距離等に基づいた数量的・機械的な判定方法 いったように、より客観性を高め ような方向で改定が行われてきている。こうし 採点規則の改 は、確か 規則に基づいた判定結果の客観性と正確 てきたと考えられるその一方で人間（審判員）の感性によ 評価も重視しな ら人間（選手）の運動をトータル 評価しようとする、体操競技というスポーツが元々持っていた基本的特性が大きく変容することになっ ともいえ う。
 
  こうした規則改定の流れは、二〇〇六年の改定において、
体操競技が一九四九年の統一ルール制定以来保ち続けてきた「一〇点満点」 いう完璧志向の枠組みを廃止して、一〇点を越える上限なしの最高得点、 つまりより高い達成 （点数）を追求する方向へと大きく転換するまで 至 た
（13）。そうし
た変化をもたらした背景には、 難度 技 開発スピード「一〇点満点」の採点システムが追いつかない状態が生じ、演技の優劣の差 明確に判定することが困難に り採点をめぐるトラブルも数多く生じてきた あげられる。そのことでより客観的で正確な判定方法へ 要請が強く 、より多くの高難度の技を実施した場合に一〇点を超える点数






















































































(14) ISU JUDGING SYSTEM ; Introduction , In: ISU Official Site 

















○1949 年  国際体操連盟（FIG）最初の統一ルールの作成  
 ①1 人の主任審判員と 4 人の審判員  
 ②難度、構成、実施という 3 つの採点区分  
 ③4 審判員の中間の 2 得点を平均して決定点を算出  
○1954 年  Ａ、Ｂ、Ｃの難度を設定  
○1964 年  Ａ、Ｂ、Ｃの各難度の具体的な技を体系的に整理  
 難しい技の実施に対する「減点緩和」ルールの制定  
○1968 年  「加点」のルールを新設  
○1975 年  「加点」のルールで、決断性・独創性・熟練性の各々に 0.2 加点となる
「減点緩和」ルールの廃止  
○1985 年  「Ｄ難度」新設  
○1993 年  「Ｅ難度」新設  
 加点をＤ・Ｅ難度のみに限定し、配点を変更（0.6→1.0）  
 審判構成を 4 審制から 6 審制（主審＋ＴＡ＋6 審判員＝計 8 名）へ変更  
 機械的・客観的な実施採点  －  身体各部の角度や距離等の客観的数値
により減点  
○1997 年  「ＳＥ（スーパーＥ）難度」新設  
 加点の配点の増加（1.0→1.4）  
 「審判分業制」の導入（主審 1 名＋Ａ審判 2 名＋Ｂ審判 6 名＝計 9 名） 
  Ａ審判  －  演技価値点（難度＋構成＋加点＝最高 5.0）の採点  
  Ｂ審判  －  演技実施点（5.0 満点から減点＝最高 5.0）の採点  
   ＊合計 10 点満点  
 「規定演技」の廃止  
○2001 年  1997 年版と基本的枠組みの変更なし。  
 技の難度がかなり変更（難度格下げ、新設等）され、加点の配点を変
更（1.4→1.2） → 加点を取ることが難しくなる  
○2006 年  「10 点満点」の枠組みを廃止  
 決定点＝Ａスコア（演技価値点）＋Ｂスコア（演技実施点；最高 10 点） 
  Ａ審判員（2 名）－難度点＋技グループ点（＋ゆか・鉄棒の組合せ加点） 
  Ｂ審判員（6 名）－10 点満点から減点  
 「Ｆ難度」の新設（「ＳＥ」難度を廃止）  
 各難度の価値点変更；Ａ0.1～Ｆ0.6 まで難度ランクに応じて 0.1 ずつ増
加  
○2009 年  「Ｇ難度」の新設（難度価値点：Ａ0.1～Ｇ0.7）  
 スコアの名称変更；Ａスコア→Ｄスコア、Ｂスコア→Ｅスコア  
○2013 年  基本的には 2009 年版からの変更はなし。  
 審判構成の変化：Ｄ審判 2 名＋Ｅ審判 5 名＋Ｒ審判 2 名＝計 9 名  
 （＊Ｒ審判；Ｅスコアに問題が生じた時に自動的に点数を修正する役割） 
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Gedanken zur gegenwärtigen Situation und 





Zu zwei Punkten habe ich mir Gedanken gemacht: 
 
1) Wie hat sich das Kunstturnen von den 1970er Jahren bis zur Gegenwart 
entwickelt. 
2) Was für einen spezifischen Inhalt und welche Problematik weist das 
Kunstturnen in unserer Gegenwart auf. 
Zu 1) 
Seit den 1970er Jahren hat sich das Kunstturnen in Richtung von stets höheren 
Anforderungen und somit fortschreitendem Schwierigkeitsgrad der Übungen 
entwickelt. Damit hat das Kunstturnen ein sehr hohes Niveau erreicht, was auf 
die folgenden drei Faktoren zurückgeführt werden kann: 
a) Basierend auf den Ergebnissen der neuesten Sportwissenschaft, erzielen  
die Trainingsmethoden des Kunstturnens hervorragende Effekte. 
b) Die Turngeräte werden - aufgrund von gezielter Forschung - ständig 
verbessert; ihre Leistungsfähigkeiten nehmen laufend zu. 
c) Die Bewertungsprinzipien in Wettbewerben wurden mehrmals überarbeitet、
um damit einen höheren Schwierigkeitsgrad von Übungen angemessen 
honorieren zu können. 
Diese drei Faktoren führten dazu, dass die Kunstturner in den letzten Jahren ihre 
körperlichen Fähigkeiten immer mehr steigerten und stets noch schwierigere 
Übungen zu kreieren begannen.   
Zu 2) 
In der heutigen Global-Gesellschaft mit ihrem Fokus auf Geld und Wirtschaft,  
wird alles (auch Wasser und Luft usw.) als “Ware” behandelt. Kunstturnen ist als 
Event ebenfalls zu einem hochwertigen “Produkt” geworden, das eine Menge 
von Zuschauern anzieht. Um den wirtschaftlichen Wert eines Kunstturner-Events 
zu erhöhen, wird von den Sportlern gefordert, dass sie ihr Leistungsniveau 
fortwährend steigern. Diese heute extrem gewordene Leistungsfähigkeit des 
Turners wurde auf rationale Art durch wissenschaftliche Forschung erzielt. Eine 
solche wissenschaftliche Optimierung sportlicher Leistungsfähigkeit ist aber 
ähnlich wie die Perfektionierung einer mechanischen Leistung.  Mit anderen 
Worten: der Körper des Turners wird je länger je mehr zur „Maschine“ zu purem 
„Material“ degradiert. Das scheint mir im aktuellen Kunstturnen zunehmend eine 
grosse Problematik von Menschenwürde zu werden.  
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